
平成２２年度 近畿ブロック「環境保全に取り組むNGO・NPO運営講座・出前講座」 

【実施報告】 

 

 

(1) 目的・趣旨 

環境保全活動を効果的に推進していくために、組織運営力、活動実施力を強化す

ることが必要である。また、パートナーシップ推進のための企画力、調整力を向上

し、基盤強化と活動の発展を図ることも重要である。そのためには、３つのチカラ、

「伝えるチカラ」「人のチカラ」「資金のチカラ」が必要となる。 

このようなチカラを高めるため、受講団体の状況を把握し、必要と思われるその

道のプロフェッショナルな講師を選任し、講座を実施した。 

 

(2) プログラム概要 

① 受講団体数 事前講座 7団体、本講座・アフターフォロー6団体 

② 開催期間 平成 22 年 8 月 25 日（初回）から平成 23 年 1 月 26 日（最終回）ま

での 19 回 

③ 会場 きんき環境館、受講団体の事務所など 

④ 対象者及び参加人数 １団体あたり 1～5名 

⑤ 開催プログラム及び講師 

   開催プログラム： 

 

申し込み 悩み事、課題、講座内容の希望などを記入していただく 

↓  

事前講座 希望に基づき事前講座を行い、現状把握・ニーズの把

握・課題の絞込みなどを行い、講師を選定し、カリキュ

ラムを組む 

↓  

出前講座 本講座を実施し、終了後に今後取り組むべき課題を決定

する 

↓ 1 ヶ月間、課題について取組んでいただく 

アフターフォロー 課題の進捗状況・問題点やさらなる課題を確認 

 

講師: 

宮本信敬（株式会社ナイルズ・ウエスト） 

新川達郎（同志社大学大学院 総合政策課・教授） 

新居誠一郎（新居合同税理士事務所） 

秋岡安（秋岡税理士事務所） 

山田裕子（大阪ＮＰＯセンター・事務局長） 

木内功（大阪府民環境会議・理事） 

原田智代（大阪府民環境会議・理事） 

 



(3) 実施概要 

    

■受講団体 A（事前講座 8/25） 

課題 ●組織の戦略計画●資金調達・広報●プレゼンテーション手法 

講座・アド

バイス内容 

昨年も出前講座を受講していたため、事前講座のみ実施。公園の管理か

ら、セミナー、講座、宿泊研修、飲食店の経営まで業務が多岐にわたって

いるため、一つ一つを整理するところからはじめるようにアドバイスし

た。 

 

 

■受講団体 B（事前講座 9/10、本講座 9/25、アフターフォロー11/6） 

課題 ●組織の戦略計画●会員の確保・維持●資金調達●広報、プレゼンテー

ション手法●ファシリテーション●コーディネート手法●政策提言能力 

●パートナーシップの構築 

専属で活動する人材不足、活動の広がり不足、会員の活動支援不足、会員

の企業化支援ができない、宣伝力・企画力不足・・・・・ 

講座・アド

バイス内容 

すべての元になるのは、知名度・認知度の不足から起こっている問題だと

思われる。会の活動内容をインターネットを通じて告知することによっ

て、興味のある方、関心のある方を呼び込むことが必要。また、会のス

タッフが集まる機会も少なく、各々の活動が見え難い状態なので、ブログ

による情報発信を提案した。 

 

 

■受講団体 C（事前講座 9/8、本講座 10/13、アフターフォロー11/12） 

課題 ●人材確保・育成●組織の戦略計画●会員の確保・維持●資金調達●パー

トナーシップの構築, 

これから団体が何をして行くのかが、見えづらくなっていて、方向を決め

かねている。そんなことは、団体構成員が自分達で、考えるべきかと思い

ますが、何かヒントを見つけられれば、幸いです。 

講座・アド

バイス内容 

環境情報 NGO としての会の方向性を見失っているようで、団体の本来の

機能のために、有益な情報とは何かということや、情報発信の本質などを

レクチャーした。またブログによる情報の効果的な発信についてもアドバ

イスした。 

 

 

■受講団体 D（事前講座 10/8、本講座 10/22、アフターフォロー12/10） 

課題 ● 会計、労務、財務 

・現在法人化に向けて検討中ですので、関連する税務についてもご指導く

ださい。 

・法人は、一般財団法人または NPO 法人を視野に入れています。 

・任意団体から一般財団法人に移行した事例がありましたら、ご教示くだ

さい。 

・任意団体から法人成りしたときのスムーズな財産の移行 

・法人移行後の保有資産の税法上の取り扱い 

・法人移行後総会の定足数など事務手続きが足かせにならないか 

・受託事業収支の時効と遡及 



講座・アド

バイス内容 

税理士の講師より、法人化に伴う資産、財産、会計上の留意点などをアド

バイス。また法人の種類による運営、経営上のメリット、デメリットを説

明。 

法人化することにより、会員への影響なども議論を行った。 

受講団体は、歴史も古く、会員数が多い団体だが、会員は高齢化し減少傾

向にあるので、この法人化を機に会のあり方も変えていく必要があること

をアドバイスした。 

 

 

■受講団体 E（事前講座 9/27、本講座 10/8、アフターフォロー11/8） 

課題 ● 会計、労務、財務 

現在、団体の人件費の大部分を助成金でまかなっている。その助成金も

2012 年度に終了するので、それまでに、事業収入で人件費をまかなってい

く事業計画を立てている最中である。そこで、我々が苦手な数字部分：収

支計画において重点的にアドバイスをいただきたい。 

問題点： 

・年度が異なる会計の処理 

・プロジェクトごとの収支管理の方法 

・人件費の振り分けの方法 

・プロジェクトごとの評価方法 

講座・アド

バイス内容 

取り組んでいる事業が多く、税理士の講師からプロジェクトごとの収支管

理方法を中心にアドバイスした。 

 

 

■受講団体 F（事前講座 10/21、本講座 11/30、アフターフォロー1/24） 

課題 ● 政策提言能力 

様々な課題はあるが、全国にネットワークがあり、会員は企業である事か

ら、ある意味安定している。 

講座・アド

バイス内容 

団体の成熟度からいって、次のステージへの移行が必要だと思われる。環

境省では、NGO/NPO・企業環境政策提言の公募を行っており、この公募

に応募できるようなスキルアップができるようアドバイスした。 

会の提案は優秀提言候補として最終プレゼンまで残った。 

 

 

■受講団体 G（事前講座 11/2、本講座 12/20、アフターフォロー1/26） 

課題 ●広報、プレゼンテーション手法 

自治体のミュージアム構想の指定地区としてまちづくりの会を立ち上げた

が住民への周知、会の運営など課題は山積している。中でも拠点施設の建

設や維持管理の経費の調達などについて指導願いたい。 

講座・アド

バイス内容 

受講団体へは市からコンサルタントが派遣されているため、アドバイスが

重複しないように調整し、住民への周知、プレゼンテーション能力アップ

のためのスキルアップ講座を実施した。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、さらに詳細な実施状況については、『ＮＰＯのための”プロフェッショナ

ルの現場”短期集中出張講座』ブログでレポートしています。 

    http://demaekouza.seesaa.net/ 

 

広報・プレゼンテーション手法についての講義 税理士講師からのアドバイス 


